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　ル・コルビュジエのドミノ・システムやシ
トロアン型量産住宅，グロピウスの乾式工法
による量産型住宅への試行，CIAM におけ
る最小限住宅等の議論，さらにワイゼンホー
フ・ジードルンクなど，機械を生産するかの
ごとく，普遍的で合理的な建築を志向し普及
させようとした近代の建築家たち。機械をモ
デルとする彼らの思考体系は，その後の住宅
部品から住宅そのものの規格化と大量生産へ
とつながり，後には工法の標準化・簡便化，
高性能化へと歩を進め，現在にいたる。特に，
戦争などからの復興過程や高度経済成長下な
ど，住宅への急速な社会需要への対応が求め
られる場合に，規格化住宅が採用される事例
が数多くみられた。
　規格化を基調としながらも，「新しい」ラ
イフスタイルとその空間という空間像として
提示する試みに，ケース・スタディ・ハウ
ス・プログラム1 （以下，CSHP）がある。
イームズ夫妻の自邸（CSH#8）で有名なこ
のプログラムは，当時，世界の建築メディア
として多大な影響を有していた雑誌「アー
ツ・アンド・アーキテクチャー（以下，
A&A，1938-66）」が主催したものである。
編 集 長 J. エ ン テ ン ザ は1945年 １ 月 号 で
CSHP の宣言2 を行う。当初は８つのケー
ス・スタディ・ハウス（以下，CSH）が計画
され，宣言とその作品群に示された特徴は，
南カリフォルニア特有の住宅の仕様を満たし，
良好な住環境を形成すること，一般の人々が
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とし，製造業者との協力を約束すること，

大多数のアメリカ人を対象に，戦後の生活を
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示す新しいデザインである
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れる最良の材料を最良の方法で使用する
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こと，
一定期間一般に公開すること，作品はすべて

「アーツ・アンド・アーキテクチュア」誌に
掲載することなどであった（傍点，筆者）。
それは建築家のみならず，施主や建築部材
メーカーを含む広い範囲を対象にした，「新
しい」ライフスタイルの啓蒙であり，理想的
な空間像を示すことを，建築雑誌が束ねるメ
ディア・ミックスの先駆けとしても捉えられ
る。
　1945年から20余年にわたる CSHP におい
て36件が提案され25件が建設された。CSHP
は，ロサンゼルス近代建築の第一世代のリ
チャード・ノイトラ，第二世代のラファエ
ル・ソリアノ，第三世代のクレイグ・エル
ウッドやピエール・コーニッグらが，新たな
ライフスタイルを新たな空間を，規格化や普
遍性を視野に入れて応えたもので，現代にお
いてもその可能性の開示が強く求められてい
る。
　一連の研究では「空間像」という言葉を仮
説的に用いる。その理由として，① CSHP
が，「新しい」ライフスタイル自身を，仮想
的かつ理想的な姿で誌面に提示することを求
めていること，②建築作品は，建設後の写真
が掲載されることを常とするのに対し，
CSHP では，竣工前にパースを中心に読者に
示す必要があったため，パースの比重が高い
こと，③パースは，全ての場景を均等に収め
る写真とは異なり，建築家が理想とし強調し
たいライフスタイルや空間が示されることの
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３点があげられる。さらに，パースという設
計途上での表象と，完成後の建築写真との比
較から，建築家の空間生成のプロセスにも迫
りえるものと考えられる。同時に，建築家の
理想が，パースに空間像として表象されたも
のとして，言説と作品との比較検討を行うこ
とで，従来の言説や図面・写真のみを対象と
した分析では明らかにしえなかった建築家の
特質が，より明確に引き出せるものと考える。
　今回の発表は，以下の４項目からなる。 
①ケース・スタディ・ハウス・プログラムに
関する一般的考察では，その概要を示した。
②『アーツ・アンド・アーキテクチャー』誌
に掲載されたケース・スタディ・ハウス・プ
ログラムの全パースを対象に，それらの全
パースを，「建築的要素」，「生活環境的要
素」そして「周辺環境的要素」に区分し，そ
れらの各項目の表現の傾向をつかみ，プログ
ラム全体のパース表現の枠組みを示し，７つ
のタイプとその建築家を導いた。③『アー
ツ・アンド・アーキテクチャー』誌に掲載さ
れたケース・スタディ・ハウス・プログラム
の建築家の言説にみる建築概念について検討
するものである。先のパースの類型から選出
された５名の建築家，チャールズ・イームズ，
ラファエル・ソリアノ，クレイグ・エルウッ
ド，ピエール・コーニック，そしてエドワー
ド・キリングワースについて，彼らが示した
CSH の具体のプロジェクトに関する言説を，
共通概念としての「工業技術」，「生活環境」，

「周辺環境」そして個々の建築観である「空
間概念」の４項目及びその下部構造の形式に，
対象建築家についての建築観や設計過程にお
ける思考を構造化した。その上で，それらの
思想がパースにどのように反映されているの
かを示した。さらに④空間描写としてのパー
ス表現にみる建築家の思考と表現についてで
は，言説比較，写真比較，構図分析を通じた

思考と表現の関係を総合的・相対的に構造化
を行った。その結果，イームズは生活の器と
しての空間が樹木と一体化していることを重
視していたことを導き，ソリアノは常に柱を
意識させる構図からその存在感や正確なプロ
ポーション・モデュールを重視する「建築至
上主義」とされる一面を明らかにした。クレ
イグ・エルウッドは，内部から外部へとむか
う構図により，彼の主たる構成言語である壁
の構成によって内外を連続させることを企図
していたことも導けた。コーニックは，架構
と眺望への意識を，パース表現で克明に示し
ていた。そしてキリングワースは，中庭と一
体となった室内空間に重きをおき，彼の構成
手法であるシンメトリーをパース表現におい
ても重視していたことが認められた。これら
の結果から，彼らのパース表現は自身の建築
観を端的に示すものであることも確認された。
今後は，個々の建築家に絞って，より詳細な
分析を加えていく予定である。
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